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１ 総合的な基本方針・達成目標 

 

１－１ 基本方針 

 

【第 4期指定期間における事業方針】 

［方針１］横浜市の健康増進・スポーツ振興に関する政策実現に向けて取り組みます。 

［方針２］市民の皆様の健康に貢献するための良質なサービスを提供します。 

［方針３］トップアスリート・パラアスリートの競技力向上のために一層取り組みます。 

［方針４］良質な健康サービスの提供を実現する職員・スタッフの人材育成を強化します。 

［方針５］新型コロナウイルス感染拡大に伴う新しい生活様式における健康づくりを強力に支援します。 

 

 

令和６年度は、第４期指定管理(令和３～７年度)の４年目にあたります。 

令和５年度に実施されました第三者評価会（指定管理選定評価委員会）では、すべての項目に A 評価をい

ただきました。その際に評価委員会の委員の皆様にご助言いただきました「変化する社会的ニーズに対応して、

施設の果たす役割を捉え、経営革新を行っていくこと」を念頭に、令和６年度は第４期事業計画提案内容の総

括を行い、令和８年度から始まる第５期指定管理者の事業方針や事業内容について、管理職会議やセンター

内で発足するプロジェクトで検討してまいります。 

また、令和６年５月から令和７年２月まで、小アリーナ及びトレーニングルーム・廊下（ロビー）の特定天井撤

去及び新設による改修が計画されています。その期間においては、総合受付の移動、各種教室やトレーニング

ルーム等の事業変更や縮小を行っていきますが、利用者の皆様にご理解をいただけるように配慮しながら実

施していきます。 

施設管理では、令和４年度に計画した備品更新計画や施設の修繕を継続して行うとともに、清掃・点検を適

切に実施し、安全・安心・快適をモットーに取り組みます。 

その取り組みの一つとして、安全で正確な治療、測定と的確な運動指導を行うために、老朽化したX線撮影

装置、超音波画像診断装置、干渉電流型低周波治療器等の備品更新を進めていきます。 

 

１－２ 達成目標 

（１）外来診療                                       （単位:人） 

診療科 数値目標 Ｒ４年度実績 

内科（保健指導・栄養相談含む） ４，０００ ３，692 

整形外科 ２１，０００ 21，687 

リハビリテーション科 ５０，０００ 45，４１５ 

 

（２）スポーツ版人間ドック（ＳＰＳ）     （単位:人）   （３）運動療法（ＭＥＣ）          （単位:人） 

項目 数値目標 Ｒ４年度実績  項目 数値目標 Ｒ４年度実績 

一般向け ４５０ ４１3  有酸素コース ３，０２０ 5,652 

高齢者向け ３２０ 29１  膝・腰コース ６，２７２ 2,694 

ジュニア ２００ 301  プールコース ２，０３８ １，919 

国体等 １３０ 2１8  合計 １１，３３０ 10,265 

合計 1,１００ １，２2３     
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２ 事業計画 

 

２－１ ＳＰＳ実施体制 

（１） スポーツ版人間ドック 

医学的検査と体力測定をセットで行う「スポーツ版人間ドック」を次のとおり実施します。検査結果は 

参加当日にお渡しします。 

ア 検査項目 

[医学的検査] 

①尿検査、②血液検査、③胸部レントゲン検査、④骨年齢検査、⑤安静時心電図検査、   

⑥運動負荷試験、⑦骨量検査、⑧血圧測定 

[体力測定] 

①形態・体組成測定、②柔軟性測定、③筋力測定、④瞬発力測定、⑤敏捷性測定、 

⑥全身持久力測定、⑦平衡性測定、⑧無酸素パワー測定、⑨最大歩行速度測定 

 

イ スポーツ版人間ドック参加後のフォロー体制 

スポーツ版人間ドック参加者への健康維持・増進のためのフォロー事業として、様々な教室事業を

実施します。（具体的事業は後述） 

 

（２） アスリートメディカルチェック 

プロスポーツチームや競技団体等から依頼され、選手が大会出場等に必要なメディカルチェック（医  

学的検査）を行うことで、競技選手のサポートを行います。 

 

２－２ 診療体制 

（１） 診療日 

診療科 診療日 

内科 水曜日・木曜日・金曜日・土曜日 

整形外科・リハビリテーション科 月曜日・水曜日・木曜日・金曜日・土曜日 

※火曜日・日曜日及び祝日と１２月２９日から１月３日は休診 

 

（２） 受付・診療時間等 

ア 診療受付 

午前の部 ８時３０分～１１時００分 

午後の部 １１時００分～１６時００分 

※学会等出張により在勤医師が少ない場合は、予約制診療とします。 

 

イ 診療時間 

[内科] 

 月 水 木 金 土 

午前 
休診 

９時００分～１２時００分 

午後 １３時００分～１７時００分 

 

[整形外科] 

 月 水 木 金 土 

午前 ９時００分～１２時００分 

午後 １３時００分～１７時００分 
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[リハビリテーション科] 

 月 水 木 金 土 

午前 １０時００分～１３時００分 

午後 １４時００分～１８時００分 

 

（３） 特定保健指導・特定健康診査等について 

当センターでは、スポーツ医科学の知見を活かした特定保健指導・特定健康診査を行い生活習慣病 

の改善を推進します。 

 

（４） 地域医療連携について 

近医からの検査依頼（ＭＲＩ・骨密度測定）についても積極的に受け入れ、地域連携を図ります。  

また、当センター受診患者さんに高度専門医療の提供が必要な場合は、専門医療機関を紹介し、患 

者さんにとって最良の医療を提案します。 

  

２－３ 各種事業 

（１） 運動療法（メディカル・エクササイズ・コース＝ＭＥＣ） 

医師からの運動処方箋に基づき、整形外科系疾患（膝痛・腰痛等）、内科系疾患（心臓病・脂質異常 

症・高血圧症等）に対応する運動療法を提供します。 

ア 実施体制 

コース 実施内容 

有酸素コース 

内科系疾患の方を中心に、有酸素運動を基本とし、体幹を中心とした補強メニュ

ー（筋トレ、ストレッチ、関節可動域調整等）を実施する。参加前に行う運動負荷試

験の結果から設定された目標心拍数の範囲内で、有酸素運動を安全に行うため

に指導する。 

膝・腰コース 

理学療法士が開発したプログラムに基づき「膝・腰」に特化したプログラムを実施

する。具体的には、ほぐしやストレッチングにより関節の正常動作の調整を図るとと

もに、筋力トレーニングにより患部や患部周辺の強化を指導する。 

プールコース 
陸上では運動制限が必要な膝痛・腰痛等の整形外科疾患者や肥満症などの内科

疾患者を対象に、水の特性を活かした運動プログラムを実施する。 

 

[実施曜日] 

月 火 水 木 金 土 日 

○ － ○ ○ ○ ○ － 

※休診日及び祝日は休止 

 

（２） 体操教室・水泳教室 

未就学児から中高生を主な参加対象とし、運動する機会の提供や、ジュニアクラスのトップアスリー  

ト育成を目指したプログラムを提供する教室事業を行います。 

 

ア 体操教室 

幼児コース 未就学児を対象とし、リズム運動・マット運動などから体操の基礎を学ぶ 

児童コース 小学生を対象に、器械体操の基礎から競技に必要な高度な技の習得を目指す 

選手コース 
器械体操の選手として必要な体力・技術・精神力を習得し、地区大会レベルから全

国大会レベルの各種大会に出場し、未来のトップアスリートを目指す 
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イ 水泳教室 

幼児コース 未就学児を対象とし、水への恐怖心をなくし水泳の基礎を学ぶ 

児童コース 
小学生を対象に、水泳の基本練習からクロール、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライの４泳

法の習得を目指す 

選手コース 
水泳選手を養成するコースで、選手として必要な体力、技術、精神力を習得し、

様々な大会に出場して未来のトップアスリートを目指す 

成人コース 
16 歳以上を対象に、泳法の習得から体力の維持増進、競技力向上など目的やレベ

ルに応じたプログラムを実施 

アクアエクササ

イズ 

浮力によって身体への負担を少なくし、水の抵抗を利用し、陸上ではできない効果

的な運動を実施 

    

（３） スポーツ版人間ドック参加者への健康維持・増進のためのフォロー事業 

スポーツ版人間ドックへ参加した方の健康維持・増進を推進するための様々な教室事業を実施しま  

す。 

減量脂肪燃焼教室 

肥満及び肥満に伴う高血圧症や脂質異常症などの疾病を改善する

ため、内科医師、管理栄養士、スポーツ科学員、運動指導員が連携

し、運動（スポーツ）を取り入れた規則正しい生活習慣を身につけ、体

重及び体脂肪を減らすことを目的とした教室 

筋力向上・姿勢改善教室 

フレイル予防やロコモティブシンドロームの予防改善を目的とし、正し

い姿勢で長く速く歩けること、歩行能力（速度や歩幅）、脚筋力、バラ

ンス能力、柔軟性の維持向上を目的とした教室 

 

（４） トレーニング教室 

ロコモ予防を中心にした健康・体力の維持増進を図ることを目的とした教室を実施します。 

ボディメイク・筋力アップ教室 

マシンを使ったトレーニング指導やストレッチポール、バランスデ

ィスクなどを用いた体幹トレーニング、自体重筋力トレーニング

指導により筋力向上を目的とした教室 

ストレッチ＆体幹トレーニング教室 
初心者の方でも受講できるようストレッチポール、バランスディ

スクを使った体幹を養うことを目的とした教室 

※（３）（４）のトレーニングルームを活用する事業は、天井工事期間中に一部のトレーニングマシンを 

情報展示室（３階）に移設し、仮設トレーニングルームにて実施する予定ですが、事業を縮小または 

中止する場合があります。 

   

（５） 健康・文化教室 

スポーツ実施率向上に貢献するため、気軽に運動を始めることができる健康教室や文化系教室を実 

施します。 

定期教室 
太極拳、骨盤調整①②、健康ヨーガ①②、ハワイアンキルト、フラダンス、ピラティ

ス①②、機能改善ヨーガ、シェイプアップボクシング 関節ととのえ塾①② 

 

（６） 各種測定事業等 

アスリートのパフォーマンス向上をサポートする各種測定事業等について、次のとおり実施します。 

測定事業 対象者等 

アスリート測定 トップアスリート、パラアスリート、学校・企業・クラブ単位の選手 

ランニング測定 トップアスリート、パラアスリート、学校・企業・クラブ単位の選手・一般市民 
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 （７）指定管理事業料金表 

ア スポーツプログラムサービス 

区分 居住区分 単位 利用料金（税込） 

一般 横浜市民※２ １人１回につき 15,000円 

横浜市民以外 17,000円 

ジュニア※１ 横浜市民※２ 7,500円 

横浜市民以外 8,500円 

※１ 18歳に達する日以後の最初の 3月 31日までの間にある者を「ジュニア」区分とする。  

それ以外の者を「一般区分」とする。       

※２ 横浜市民については、次のとおりとする。 

(ｱ) 市の区域内に住所を有する者        

(ｲ) 市の区域内に存する事務所又は事業所に勤務する者      

(ｳ) 市の区域内に存する学校に在学する者、       

なお、65 歳以上の者、一般区分の者で身体障害者福祉法(昭和 24 年法律第 283 号)第 15 条第４

項の規定により身体障害者手帳の交付を受けている者、知的障害者福祉法(昭和 35 年法律第 37 号)

第 12 条第１項に規定する知的障害者更生相談所において知的障害と判定を受けた者又は精神保健及

び精神障害者福祉に関する法律(昭和 25年法律第 123号)第 45条第２項の規定により精神障害者保

健福祉手帳の交付を受けている者については、横浜市スポーツ医科学センター条例施行規則第 10 条に

基づき５割減免することとする。        

  

  イ 運動療法 

   単位 利用料金（税込） 

１人１回につき 1,530円 

 

  ウ 診断書及び証明書 

単位 利用料金（税込） 

証明書  １通につき 550円 

診断書(一般） １通につき 1,100円 

診断書(その他）１通につき 3,000円 

 

エ 個人利用      

(ｱ)単発利用      

施設 年齢 単位 利用料金（税込） 

25ｍプール 13歳以上の人  

 

１人１回につ

き 

600円 

13歳未満の人 300円 

トレーニングルーム 13歳以上の人 1,000円 

65歳以上で濱ともカードを提示した人 

※ただし、平日に限る 

700円 

13歳未満の人 500円 

※トレーニングルームの単発利用では、令和５年２月１日からスタンプカード（５回利用すると１回分の 

  無料券を配布）サービスを実施しています。（R4年度健保事第３１２４号許可済み） 

※上記に加え、夜間利用の促進を図るため、令和６年４月１日からトレーニングルーム夜間（１８時～２０   

時４５分）の利用につき、スタンプカードを２回押すサービスを実施します。 

（R５年度横ス医３４８号申請中） 

※25ｍプール・トレーニングルームの個人利用及び筋力向上・姿勢改善教室では、令和５年１０月１日 

から特定保健指導やイベント事業等において、無料券の配布を行っています。（R５年度健健推 
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第１８２８号許可済み） 

※天井改修工事時に仮設トレーニングルーム（情報展示室３階）を設置予定であり、その際の個人利用   

は、教室等の事業時間を除く時間で利用料金を別途定めて運営する予定です。 

（別途横浜市へ申請の上、実施します。） 

 

(ｲ)回数券 

区分 トレーニングルーム 25ｍプール 

13歳以上（全日） 9,000円/10枚 5,400円/10枚 

13歳以上（夜間） 7,000円/10枚   

13歳未満（全日）   2,700円/10枚 

濱とも※ 7,000円/10枚 4,200円/10枚 

※濱ともカード所持者を対象とする割引。回数券購入時及び利用時に濱ともカードの提示が必要。 

     

オ 貸切利用       

(ｱ) 平日及び土曜日における施設貸出料金       

室場 区分 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 1日 時間外利用 時間外占有 

9:00 ～

12:00 

12:00 ～

15:00 

15:00 ～

18:00 

18:00 ～

21:00 

9:00 ～

21:00 

１時間につき 

大アリーナ 全面 10,000円 10,000円 10,000円 10,000円 40,000円 4,166円 830円 

半面 5,000円 5,000円 5,000円 5,000円 20,000円 2,083円 410円 

小アリーナ 1 2,500円 2,500円 2,500円 2,500円 10,000円 1,041円 210円 

2 2,500円 2,500円 2,500円 2,500円 10,000円 1,041円 210円 

大研修室 全面 6,000円 6,000円 6,000円 6,000円 24,000円 2,500円 500円 

中研修室 全面 4,000円 4,000円 4,000円 4,000円 16,000円 1,666円 330円 

会議室 全面 1,000円 1,000円 1,000円 1,000円 4,000円 416円 80円 

プール 全面 27,000円 27,000円 27,000円 27,000円 108,000円 11,250円 2,250円 

１レーン 4,500円 4,500円 4,500円 4,500円 18,000円 1,875円 370円 

情報展示室 全面 7,000円 7,000円 7,000円 7,000円 28,000円 2,917円 580円 

ライブラリー 全面 3,000円 3,000円 3,000円 3,000円 12,000円 1,250円 250円 

 

カ 日曜及び祝日における施設貸出料金  

室場 区

分 

Ａ Ｂ Ｃ’ １日 時間外利用 時間外占有 

9:00 ～

12:00 

12:00 ～

15:00 

15:00 ～

17:00 

9:00 ～

17:00 

１時間につき 

大アリーナ 全面 10,000円 10,000円 6,800円 26,800円 4,166円 830円 

半面 5,000円 5,000円 3,400円 13,400円 2,083円 410円 

小アリーナ 1 2,500円 2,500円 1,800円 6,800円 1,041円 210円 

2 2,500円 2,500円 1,800円 6,800円 1,041円 210円 

大研修室 全面 6,000円 6,000円 4,200円 16,200円 2,500円 500円 

中研修室 全面 4,000円 4,000円 2,800円 10,800円 1,666円 330円 

会議室 全面 1,000円 1,000円 800円 2,800円 416円 80円 

プール 全面 27,000円 27,000円 18,360円 72,360円 11,250円 2,250円 

１レーン 4,500円 4,500円 3,060円 12,060円 1,875円 370円 

情報展示室 全面 7,000円 7,000円 4,760円 18,760円 2,917円 580円 

ライブラリー 全面 3,000円 3,000円 2,040円 8,040円 1,250円 250円 
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キ 平日及び土曜日における付帯設備利用料金       

(ｱ)大研修室・中研修室 

名称 区分 利用料金 備考 

音響Ａセット 

１区分

ごと 

2,000円 有線マイク１本、ワイヤレスマイク２本 

音響Ａセット鏡付き 3,000円 音響Ａセットに可動式鏡を追加 

音響Ｂセット 4,000円 音響Ａセットにプロジェクター等を追加 

音響Ｃセット 5,000円 音響Ｂセットに可動式鏡を追加 

 

 (ｲ)大アリーナ 

 

  

 

 

(ｳ)小アリーナ１または２ 

区分 利用料金 備考 

１区分ごと 1,200円 ワイヤレスマイク１本、ＣＤプレーヤー、可動式鏡 

 

 (ｴ)プール 

区分 利用料金 備考 

１区分ごと 2,400円   

 

 (ｵ)会議室 

 

  

 

ク 日曜及び祝日における付帯設備利用料金       

(ｱ)大研修室・中研修室       

名称 区分 利用料金 備考 

音響Ａセット Ａ～Ｂ 2,000円 有線マイク１本、ワイヤレスマイク２本 

Ｃ’ 1,400円 

音響Ａセット鏡

付き 

Ａ～Ｂ 3,000円 音響Ａセットに可動式鏡を追加 

Ｃ’ 2,100円 

音響Ｂセット Ａ～Ｂ 4,000円 音響Ａセットにプロジェクター等を追加 

Ｃ’ 2,800円 

音響Ｃセット Ａ～Ｂ 5,000円 音響Ｂセットに移動可動式鏡を追加 

Ｃ’ 3,500円 

 

 (ｲ)大アリーナ 

区分 利用料金 備考 

Ａ～Ｂ 2,400円 
ワイヤレスマイク１本、ＣＤプレーヤー、可動式鏡 

Ｃ’ 1,600円 

 

 

 

 区分 利用料金 備考 

１区分ごと 2,400円 ワイヤレスマイク１本、ＣＤプレーヤー、可動式鏡 

区分 利用料金 備考 

１区分ごと 1,200円 ワイヤレスマイク１本、ＣＤプレーヤー、可動式鏡 
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(ｳ)小アリーナ１または２ 

区分 利用料金 備考 

Ａ～Ｂ 1，200円 ワイヤレスマイク１本、ＣＤプレーヤー、可動式鏡 

Ｃ’ 800円 

 

(ｴ)プール 

区分 利用料金 備考 

Ａ～Ｂ 2,400円 
  

Ｃ’ 1,600円 

 

(ｵ)会議室 

 

 

 

 

 

ケ アスリートメディカル事業     

  測定項目の保険点数に 13円を乗じた金額     

 

コ 診療関係       

(ｱ) 一般診療(次号から第５号までに掲げる診療以外の診療をいう。以下同じ。)を受けるときは、  

健康保険法(大正 11年法律第 70号)第 76条第２項(同法第 149条において準用する場合を 

含む。)及び高齢者の医療の確保に関する法律(昭和 57年法律第 80号)第 71条第 1項の規定 

に基づき、厚生労働大臣が定める療養の給付に要する費用の額の算定方法(以下「算定方法」と 

いう。)により算定した額。ただし、消費税法(昭和 63年法律第 108号)第６条第１項の規定 

により消費税を課されない一般診療以外の一般診療を受けるときは、当該算定した額に 1.1 

を乗じて得た額(10円未満の端数があるときは、これを切り捨てる。)  

 

(ｲ) 労災診療(労働者災害補償保険法(昭和 22年法律第 50号)の規定により療養の給付として行  

われる診療をいう。)を受けるときは、算定方法を基準として市長と神奈川労働局長が協議し 

て定める額 

       

(ｳ) 地公災診療(地方公務員災害補償法(昭和 42年法律第 121号)の規定により療養補償を受ける 

者に係る診療をいう。)を受けるときは、算定方法を基準として市長と地方公務員災害補償基金 

各支部長が協議して定める額 

       

(ｴ) 公害健康被害診療(公害健康被害の補償等に関する法律(昭和 48年法律第 111号)の規定によ 

り療養の給付として行われる診療をいう。)を受けるときは、公害健康被害の補償等に関する 

法律の規定による診療報酬の額の算定方法(平成４年環境庁告示第 40号)により算定した額 

      

(ｵ) 自動車損害診療(自動車(自動車損害賠償保障法(昭和 30年法律第 97号)第２条第１項に規定 

する自動車をいう。)の運行(同条第２項に規定する運行をいう。)により身体を害された者に  

係る当該運行による身体の障害に関する診療(健康保険法その他の社会保険に関する法令の 

規定による療養の給付又は療養として行われる診療を除く。)をいう。)を受けるときは、第 

２号により算出された額に 2.0を乗じて得た額     

  

区分 利用料金 備考 

Ａ～Ｂ 1,200円 ワイヤレスマイク１本、ＣＤプレーヤー、可動式鏡 

Ｃ’ 800円 
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(ｶ) 診療に関する開示請求等（カルテ開示）       

項目 単位 料金（税込） 

診療録 １枚（１面）につき 55円 

画像等ＣＤ １枚 1,100円 

文書等所見・証明書 １通 実費 

郵送等費用 １件 実費 

 

(ｷ) 自由診療       

実費相当額       

      

２－４ スポーツ医科学を通じた各種連携・地域貢献事業 

（１） 横浜スポーツ医会との連携 

当協会は、「横浜スポーツ医会」と緊密な連携を図り、スポーツ医科学の推進に取り組んでいます。 

当センターは、横浜市内のスポーツに関心のある診療所（クリニック）間の地域連携拠点（ハブ機能）と 

して地域医療推進の役割を担います。 

 

（２） 当協会管理施設事業を推進するための指導員職の育成 

当協会の指導員職を対象に、当センターの専門職（医師・理学療法士・スポーツ科学員・管理栄養士）   

を講師とする専門研修を実施します。運動療法ＭＥＣ（膝・腰コース、有酸素ＭＥＣ）や、横浜市医療局   

の疾病対策事業「心臓リハビリテーション推進事業」のプログラムのノウハウを共有し、市民の健康づく 

りや運動習慣を推進します。 

 

（３） 当協会加盟団体と連携したジュニアアスリートサポート 

当協会に加盟する競技団体のジュニア選手を対象に、各種測定等を実施し競技力向上をサポートし 

ます。 

 

（４） スポーツイベントへの参加・連携 

当協会が主催・共催する大規模スポーツイベント等や新横浜公園で開催される地域のスポーツイベ  

ント等に出張ブースを設置し、参加者のコンディションチェック、運動相談、施設ＰＲを行います。 

 

（５） 神奈川スケートリンク（愛称：横浜銀行アイスアリーナ）所属選手へのサポート 

横浜銀行アイスアリーナを活動拠点としているフィギュアスケート選手に対し、理学療法士が毎週リ  

ンクを訪問して、科学的根拠に基づいた運動指導やトレーニング指導を行います。このほか、選手やコ 

ーチ、保護者向けの「フィギュアスケートケガ予防講習会」を開催し、ケガ予防の知識や実践、栄養に関 

する情報を伝達します。 

 

（６） 教育機関に対する医科学サポート 

横浜市立横浜商業高校と連携し、講義や研究支援などを通じて、学生教育や運動部に対する健康支  

援と競技力向上のサポートを行います。また、必要に応じてＳＰＳ受診やクリニックの受診勧奨を行いま 

す。 
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（７） プロスポーツチームに対するサポート・支援 

プロスポーツチームに対する各種サポートを行い、プロスポーツチームの競技力向上を推進します。 

 

[サポートチーム] 

横浜ビー・コルセアーズ 

（バスケットボール） 

ホームゲームでのメディカルサポート（整形外科医師・理学療法士の

帯同）、練習時のメディカルトレーナーとして理学療法士の派遣、選

手の治療・コンディショニング等の業務・担当スタッフを統括するア

スリートパフォーマンスディレクターとして理学療法士の派遣を実施 

受傷時の診療から復帰までのリハビリテーションやメディカルチェッ

ク機関としてチームをサポート 

横浜Ｆ・マリノス（サッカー） 必要に応じチームに理学療法士を派遣します。受傷時の診療から

復帰までのリハビリテーションやメディカルチェック、プール等の施

設利用を通じてチームをサポート 

 

（８） 中央競技団体等との連携 

中央競技団体等からの依頼に基づき、トップ・パラアスリートのサポートを支援します。 

 

[連携する中央競技団体等] 

日本パラリンピック委員会 

パリパラリンピック競技大会では、ゴールボール日本代表チームや

視覚障害者柔道女子チームに理学療法士を派遣し、選手のコンディ

ショングサポート、生活面（食事・移動等）の支援を実施 

日本スポーツ振興センター 

パリオリンピック競技大会及びパリパラリンピック競技大会に設置さ

れる「ハイパフォーマンス・サポートセンター」のスタッフとして理学療

法士を派遣し、日本代表選手をサポート 

日本体操協会 
体操競技や新体操、トランポリンの各種大会に理学療法士を派遣

し、大会メディカルスタッフとして選手を支援 

日本スケート連盟 
スピードスケート日本代表チームの強化合宿に理学療法士を派遣

し、日本代表選手のサポートを実施 

日本陸上競技連盟 

国内の主要大会（日本陸上競技選手権大会・SEIKO ゴールデング

ランプリ陸上・東京マラソンなど）に理学療法士を派遣し、トレーナー

ブースにおける選手サポートを実施 

日本パラスポーツ協会 

同協会より「メディカルチェック協力医療機関」として認定され、様々

なパラ競技団体指定の強化指定選手のメディカルチェックの実施 

パラ競技団体の要望に応じ、フィットネスチェックを実施 

日本ゴールボール協会 

国内外で開催される日本代表チームの合宿や遠征、パラリンピック

等の各種競技大会に理学療法士を派遣し、選手のコンディショニン

グを実施 

施設内ではメディカルチェックやフィットネスチェックを実施し、選手

の健康管理と競技力向上を支援 

 

日本視覚障害者柔道連盟 

女子日本代表チームの強化合宿や遠征、パラリンピック等の各種競

技大会に理学療法士を派遣し、選手のコンディショニングやトレーニ

ング指導を実施 

横浜ラポール 
全国障がい者スポーツ大会に出場する横浜市代表選手の体力測

定を実施し、障がい者トップアスリートを支援 
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（１） 研究促進 

スポーツ医科学の知見向上のための研究活動を積極的に推進し、研究成果が市民の皆さまに享受 

    できるよう取り組みます。 

 

[研究活動を行う職員等] 

医師・スポーツ科学員・理学療法士 

 

（２） 産官学連携の推進 

横浜市で実施する「横浜ライフイノベーションプラットフォーム（「ＬＩＰ．横浜」）」に参画し、スポーツ医 

科学の知見をより多くの市民の皆様に享受いただけるよう、多くの企業・学術機関等との連携を一層推 

進します。 

令和５年４月 1日に北里大学と連携協定を締結し、共同研究等を実施しています。 

令和５年度には、北里大学と連携して当センターの筋力測定データを活用して、「第 34回日本臨床 

スポーツ医学会学術集会」で研究発表を行いました。 

題目：「前十字靭帯再建術後 3 か月時点での膝関節伸展筋力 Rate of Force Development  

     とスポーツ 復帰時期の関連性の検討」 

（連携・協力内容） 

ア 臨床研究に関すること。 

イ 人材育成に関すること。 

ウ 大学及びセンターは相互に付帯する設備、機器、情報資源（医学図書館を含む。）を利用 

することができる。 

エ 他に連携の必要性が認められるもの 

 

また、令和 6年 4月 1日に岩崎学園と連携協定を締結し、連携事業を進めていきます。 

      （連携事業内容） 

ア センターでの学園学生の実習  

イ 学園学生向けの特別講演（セミナー） 

ウ 学園アスレティックトレーナー科の科目講師（非常勤講師）  

エ 学園理学療法科の科目講師（非常勤講師） 

オ センター内への学園広告看板の掲出 

カ 地域企業の健康経営に関する事業 

キ センター主管のイベント事業に対する学園学生等によるボランティア支援 

ク 学園のセンタープール利用 

ケ その他双方で合意した事業 

 

  

２－５ 研究活動 
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２－６ 新規提案事項 

新規提案事項については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況を見ながら、取り組みます。 

 

[第４期指定管理期間で取り組む新規提案事項・拡充事項] 

                ●継続実施  〇達成  ▲継続取込中 ×未達成 

項

目 

新

/

拡 

項目名 項目 

達

成

状

況 

令和５年度までの 

実績 

令和６年度 

実施計画 

1 

 

拡

充 

産官学

連携の

推進 

■ＬＩＰ．横浜への参

画（リハ科） 

● ・」デジタルヘルスケア専門家

コミッティへ参画し、横浜市内

の新技術・新製品の開発支援

を実施 

左記継続 

■外部研究開発支援

補助金等を活用した

取組 

（リハ科） 

〇 ・「健康スポーツ活動」をサポ

ートするアプリの開発及び実

証実験を実施 

・北里大学との連携事業の推

進（詳細は前頁のとおり） 

・北里大学との連携事業

の推進（詳細は前頁のと

おり） 

・岩崎学園との連携事業

（詳細は前頁のとおり） 

2 
拡

充 

市内企

業の健

康経営

の推進 

■市内企業向けのＳ

ＰＳの企画・実施 

（事業調整課） 
▲ 

・法定健診として必要な項目

の追加など実施に向けた検討

を行った。（検討結果の概要

は P16のとおり） 

実施に向けた準備期間 

■市内の企業・事業

所へ講師派遣 

（事業調整課） 

● ・企業、施設、健康福祉局、区

役所からの依頼または学校

の授業の一環として、管理栄

養士の派遣 

(R5.4/21,9/22,11/30,12

/5,12/15,12/15,12/27,1/

12) 

・横浜市保健活動推進員会

長対象コーディネーション研

修に健康科学課指導員の運

動指導を R5実施。 

市内企業へSPSの実施

の呼びかけを行う予定 

3 
拡

充 

心臓リ

ハビリ

テーシ

ョンの

推進 

■横浜労災病院と連

携し、内科ＭＥＣ参

加によるリハビリテ

ーションの推進 

（健康科学課） 

 

● 

・横浜労災病院とＺｏｏｍ研修

を実施（R4.2.4） 

・令和 3年度は 4名，令和 4

年度は 1 名の患者を受け入

れた．連携先は横浜労災病院

（2 名）だけでなく，横浜市立

市民病院（2 名），けいゆう病

院（1 名）からも患者を受け入

れている。 

・受け入れた患者は、令和４

年度４－12月で延べ70回

の利用があった。 

 

患者受け入れを継続 

 



-14- 

4 
新

規 

電子決

済の導

入 

■クレジットカード、

電子マネーへの対応

化 

（総務・医事課） 

● 医事会計システム（医療用Ｐ

ＯＳレジ）導入にあわせて、「ク

レジットカード決済の導入」を

R5年 4月 1日から実施。 

使用できるクレジットカード

は、VISA・ 

MASTERCARD の 2 種

類。 

電子マネーは、SUICA(JR

鉄道系、 PASMO（関東民

鉄系鉄道会社）、 ID（NTT 

docomo ） 、EDY （楽天）、

（SUICA 以外の JR 系）、

WAON(イオンリテール )、

NANACO(セブン・カードサ

ービス)の利用が可能。 

引き続き実施 

5 
新

規 

予約シ

ステム

の導入 

■施設利用、教室参

加等の予約システ

ム、ｗｅｂ申込化 

（事業調整課） 

▲ 地区センターでの導入実績が

ある 2 社から見積りをもら

い、横浜市市民利用施設予

約システムと比較。健康福祉

局に予約システムの導入を提

案。⇒今年度は見送り。 

教室参加予約システムの導

入検討 

横浜市市民利用施設予

約システムの導入を提

案、令和7年度予算に計

上予定。 

R6 に教室参加予約シス

テムの運用開始予定 

6 
拡

充 

スポー

ツ医科

学の遠

隔サポ

ート 

■ビデオ会議システ

ムを活用したスポー

ツ医科学サポートの

実施 

（リハビリ科） 

〇 認定理学療法士取得講座で

の ZOOM活用 

協会イベントオンラインフェス

講師による ZOOM活用 

実施計画なし 

7 
拡

充 

マラソ

ン講座

の実施 

■初心者からフルマ

ラソン参加者向け各

種講座の企画 

（健康科学課） 

○ 東京マラソン財団公式クラブ

ONE TOKYO と連携し、ラ

ンニング測定＋座学&実技講

習のプログラムを実施 

 

スポーツ障害予防・コン

ディショニングについて、

理学療法士が考案した

運動プログラムの講座を

実施予定。 

8 
拡

充 

ウォー

キング

教室 

■新横浜公園を活用

したウォーキング教室

の企画 

（健康科学課） 

○ 

横浜市スポーツレクリエーシ

ョ ン フ ェ ス テ ィ バ ル

（R4.10.9)にプログラム企

画・実施 

筋力向上・姿勢改善教

室で、毎月１回ウォーキン

グプログラムを実施予

定。 

9 
新

規 

公園内

設置飲

食店と

協力し

たヘル

シーレ

シピ 

■新横浜公園と連携

し、管理栄養士監

修のヘルシーレシ

ピの企画 

（事業調整課） 

〇 ス タ ジ ア ム内 レ ス ト ラ ン

「 Sunday  Monday 

Kitchen」と連携し、スポ医

科管理栄養士監修のヘル

シーレシピを、レストランで

調理し、スポ医科の減量教

室参加者に提供する企画を

R5.1.20に実施。 

連携事業の継続・展開を

検討 
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10 
拡

充 

新横浜

公 園

（日産

スタジ

ア ム ）

との連

携 

■新横浜公園・日産

スタジアムと各種事

業の連携 

（事業調整課、総務・

医事課） 

● ■R4 港北ふれあいまつりに

日産スタジアムと共同で出店

し、計 200 枚のアンケートを

実施。アンケート回答者にトレ

室無料券を配布。 

■R5スポ医科内で合同防災

訓練の実施 

■引き続き、協働 PR を

実施 

 

 

 

■合同防災訓練の協力

実施 

11 
拡

充 

スポー

ツ医科

学に関

する学

科設置

高校の

体験学

習受入 

■スポーツ関連学科

を設置している高校

の実習等受入 

（事業調整課・リハ

科） 

● 

■横浜商業高校スポーツマ

ネジメント学科の教育内容お

よび競技力向上に向けた専

門的知識やノウハウの提供

（個別相談及び特別講義の実

施） 

■大阪府立桜宮高校実習受

入（R5.12．14･15） 

サイエンスコース２年生計 40

名を対象に実習（リハ・ＭＥ

Ｃ・運動負荷試験・体力測定）

および講義（栄養・リハ・科

学）を実施 

■継続実施 

 

 

 

 

 

■同校から R6 春の実

施依頼あり、継続して受

入れ調整。 

12 
拡

充 

家族で

一緒に

参加で

きるイ

ベン ト

開催 

■家族全員で参加で

きるスポーツ医科学

イベントの企画 

（健康科学課） ○ 

■スポーツレクリエーションフ

ェスティバルにてプログラム

企画・実施 

R4 １０ｍダッシュ測定・ウォ

ーキング教室ほか 

Ｒ５ 体力測定・ショートプロ

グラム 

■イベントで気軽に参加

できるプログラムを実施

予定 

13 
拡

充 

ジュニ

ア指導

者向け

けが予

防講座 

■ジュニア競技者の

指導者・保護者を

対象に、けが予防

を目的とした各種

講座を企画 

（事業調整課・リハビ

リ科） 

● ■ジュニアベースボールプロ

グラム（旧野球クリニック） 

R5.8.16、12.23実施 

 

■対象者（個人 or チー

ム）の検討、人数の拡

大を検討し、継続開

催。 

14 
拡

充 

ショー

ト タ イ

ム ト レ

ーニン

グ教室 

■トレーニング室の

夜間有効活用の企画 

（健康科学課） ● 

■Ｒ6.3 月 朝・昼・夜の時間

でトレーニングルーム利用者

にショートプログラム指導を

無料で 12回実施 

■前年度の状況を踏ま

え企画予定。 

15 
拡

充 

区スポ

ーツセ

ンター

と連携

し た

「 転倒

骨折や

■市内スポーツセン

ターと連携した転

倒骨折や膝・腰痛

などを予防すること

を目的とした教室

の展開 

（事業調整課） 

● ■スポーツ医科学センターの

リハビリテーション科の運

動療法スキルを活用した集

団運動教室「関節ととのえ

塾」をＲ５．4月より市内4ヶ

所のセンターで開催。 

■新たな連携事業に向

けた指導者育成の検

討。 
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膝 ・腰

痛 」予

防教室 

16 
拡

充 

特定保

健指導

受診者

への特

典 

■動機付け参加者に

対する運動機会の提

供の推進 

（総務・医事課） 

● 

■Ｒ５．10 月から筋力向上教

室、トレーニング室とプール個

人利用の 1回無料券の配布 

■参加希望者にトレ室利用、

施設内教室等を紹介 

■無料券の配布特典

を、横浜市の「特定保健

指導のご案内」に掲載す

るなど、広報に努める。 

17 
拡

充 

アスリ

ート測

定の実

施日の

拡充 

■アスリート測定の

対応日の拡充 

（健康科学課） 

○ 

■ランニング測定を日曜日に

開催 

 

■野球クリニックをリニューア

ルし、「ジュニアベースボール

プログラム」として実施（個人

のみ募集）2回 

■左記継続 

 

 

■個人だけではなく、チ

ームごとの団体も実施検

討 

■2回以上の実施 

18 － 

空調料

金等の

導入 

■研修室・アリーナ利

用料金を別立ての料

金設定（自主事業化）

の検討 

× ■健康福祉局とのＲ４．6.22

の定例会議において、条例に

定めている施設使用料金の

他に高価な空調料金を取るこ

とは適切でないとの判断をい

ただいたため、実施しない。 

■今後も実施しない。 

 

※スポーツプラグラムサービス（SPS）検討結果の概要説明 

 

１ 検討の方向性 

利用者への分かりやすさ、利用者が納得感を得られる料金改定なども視野に入れた対応を進めてい  

くため、また、市民にとっての運動を始めるきっかけづくりとなることも意識し、ＳＰＳメニューを複線化し、  

対象や内容、料金設定などを分かりやすく、選択しやすいように検討を行いました。 

 

２  ＳＰＳ複線化案の提案 

（１） スタンダード版（現在と同様のもの） 

主な対象：継続して運動している方、競技力向上を目指す方 

（２） ライト版（運動負荷試験＋体力測定） 

主な対象：運動を始めようとしている方、体力の衰えを感じている方 

（３） トライアル版（体力測定のみ） 

主な対象：運動を始めるきっかけづくり 

（４） 法定検診＋スタンダード版 

主な対象：企業・団体向け 

（５） 法定検診＋トライアル版 

主な対象：企業・団体向け（法定検診項目＋体力測定） 

 

３ 今後の進め方（案） 

今回の検討結果の提案を踏まえて、横浜市からのＳＰＳ事業の施策上の位置づけや方向性などの提示 

を受けた後に、事業の実施内容、必要な料金設定、体制など必要な措置（予算化など）を再度検討します。 

合わせて６年度中に新たなスタートができることを目標に、運営上の課題を整理していきます。 
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３ 職員配置・人材育成 

 

３－１ 令和６年度人員配置計画 

（１） 機構・人員配置体制 

令和６年度の機構・人員配置については次のとおりとします。 

局 部 課 常勤 非常勤 

センター長（医師）  １ 

 管理局長 １  

  事務管理部長 1  

   総務・医事課長 ※１   

    事務職員 ３ ２ 

   事業調整課長 １  

    事務職員 ３ 1 

  スポーツ科学部長 ※２   

   健康科学課長 １  

    運動指導員 6 ９ 

   担当課長 １  

    スポーツ科学員 ３  

  診療部長（診療所管理者） １  

   内科長 １  

    保健師・看護師 １ ４ 

    臨床検査技師 ２ １ 

    管理栄養士 １  

   整形外科長 １  

    医師 ２ ９ 

    診療放射線技師 １ ２ 

   リハビリテーション科長（コメディカル統括） １  

   担当課長 １  

    理学療法士 ８ １２ 

    理学療法助手  ９ 

■外勤スタッフは含まず 

※１ 事務管理部長が兼務   ※2 管理局長が兼務 

 

（２） 職員勤務シフト 

部門 勤務 就業時間（例） 

事務管理部 
早番 ８時１５分～１７時００分 

遅番 １２時４５分～２１時３０分 

スポーツ科学部 
早番 ８時３０分～１７時１５分 

遅番 １２時３０分～２１時１５分 

診療部  
８時４５分～１７時３０分 

（リハビリテーション科は ９時４５分～１８時３０分） 
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３－２ 人材育成計画 

（１） 医師・医療技術職の資格取得について 

スポーツ医科学の専門施設で勤務する専門職として、各分野に特化した専門資格や上位資格の取  

得を奨励し、医療サービスの向上に努めます。 

[例] 

整形外科専門医、専門理学療法士（スポーツ）、認定理学療法士（スポーツ）、公認アスレティックトレ  

ーナー。また、勤務外において大学院へ通学し、修士課程・博士課程を履修し、さらなる知識の向上に 

努めます。 

 

（２） 運動指導員の資格取得について 

指導員においては、医療職と連携し、指導技術の向上を図るとともに、必要な資格取得を行い、質の  

高いサービスが提供できるよう努めます。 

[例] 

健康運動指導士、健康運動実践指導者、介護予防主任運動指導員 

 

（３） 事務系職員の資格取得について 

センターの運営を支える事務系職員においては、管理運営に必要な資格取得を目指し、センターの 

質の高いサービスの提供に努めます。 

[例] 

公認体育施設管理士、公認体育施設運営士、公認上級体育施設管理士、診療情報管理士、上級救 

命講習 

 

（４） 研修計画 

全職員に対し、必要な研修の場を与え、資質向上に努めます。また、スポーツ協会職員に対する専門 

研修の講師等を担い、協会全体での職員資質向上を図ります。 

 

[運動指導員に対する専門研修] 

研修名 担当講師 

内科研修 センター内科医 

膝・腰ＭＥＣ研修 センター理学療法士 

トレーニング研修 センタースポーツ科学員、運動指導員 

 

[全職種共通研修] 

職種別 研修内容 

全職員共通 人権啓発研修・個人情報保護研修・コンプライアンス研修 

職員 

[ビジネススキル向上のための基礎研修] 

「聞く力・書く力・話す力・考える力・時間管理能力」向上の研修（外部機関） 

[事務スキル向上のための研修] 

文書研修・経理研修・人事労務研修（内部研修） 

責任職 管理職研修・人事考課研修・ハラスメント防止研修 

※医師は個別対応による研修を実施 
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４ 施設管理・運営体制 

 

４－１ 修繕に関する計画 

当センターの諸室に係る修繕工事（電気設備、機械設備、建築）については、躯体に影響が生じないよう新

横浜公園（日産スタジアム）指定管理者と緊密に連携し、当センターはもとより、スタジアムの運営にも影響を

及ぼさないよう配慮した体制で実施します。必要に応じて、日産スタジアム指定管理者の構成企業を協力企業

（アライアンス）とし、技術支援を受け迅速な修繕対応を実施します。それ以外の小破修繕については、発見次

第、迅速に対応し施設の長寿命化に努めます。 

また、横浜市が行う工事や調査に対して情報提供を行い協力します。 

 

４－２ 備品更新に関する計画 

令和６年度に実施を予定する高額備品・機器の更新については、次のとおり計画して実施します。 

 

【主な備品更新予定機器 】 

X線撮影装置、超音波画像診断装置、干渉電流型低周波治療器、体組成計、全身反応時間測定システム、 

コンビネーション刺激装置等 

※詳細は、令和５年８月の予算要求時に横浜市健康福祉局に一覧表を提出済みです。 

 

 

４－３ 建物・設備機器の維持保全・管理体制 

館内の清掃、建物及び設備機器の維持・保全については、設定する施設点検日に実施します。実施に当たり、

日産スタジアムの躯体に関連する設備機器等は、新横浜公園（日産スタジアム）指定管理者と共同で行い、効

率的に維持保全業務を行います。 

 

日産スタジアム指定管理者と共同して行う主な項目 

日常清掃・定期清掃・消防設備点検・自動ドア保守点検・エレベータ保守点検・空調設備点検・照明設備点

検・自家用電気工作物点検・プールろ過装置点検 

 

スポーツ医科学センターが行う主な項目 

医療機器保守点検・トレーニング機器保守点検・医療ネットワーク管理・プール水質検査 

 

 

４－４ 安全・安心に関する計画 

（１） 防火防災体制について 

館内の防火防災体制については、日産スタジアム防火防災協議会の管理の下、初動対応を滞りなく  

行いお客様の安全・安心に努めます。 

 

（２） 防火防災訓練計画について 

日産スタジアムで開催する年２回の訓練に参加します。 

また、スポーツ医科学センター単独で、避難訓練を実施します。 

 

（３） 緊急時の対応について 

緊急時の連絡体制について、センター内緊急連絡網を作成し、携帯電話・携帯メール等により情報 

共有の徹底を図ります。また、横浜市や新横浜公園指定管理者との緊急連絡体制を作成し、緊急時に 

おける迅速な対応を行います。 
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（４） 補償体制について 

施設瑕疵・管理上の不備に備え、損害賠償責任保険等に加入します。 

施設賠償責任保険 

 身体障害賠償責任保険 １事故につき最大５億円 

 財物損壊賠償責任保険 １事故につき最大５００万円 

教室事業等傷害保険 

 死亡・重度後遺障害 １人につき最大３００万円 

 入院日額 １人につき最大４，５００円 

 通院日額 １人につき最大３，０００円 

医師賠償責任保険 

 医療行為に基づく事故（対人） １事故につき最大２億円、１年間最大６億円 

 施設管理上の事故（対人） １事故につき最大２０億円、１名最大２億円 

 施設管理上の事故（対物） １事故につき最大４，0００万円 

 勤務医包括担保追加条項（対人） １事故につき最大１億円、１年間最大３億円 

 看護職賠償責任保険（包括方式 対人） 
１事故につき最大５，０００万円、１年間最大１．５億円 

 医療従事者賠償責任保険（包括方式） 

 

４－５ 市民サービス・業務水準向上に関する計画 

（１） 施設貸出・個人利用について 

※小アリーナ。トレーニングルームの天井工事期間は事業を縮小または中止します。 

ア 研修室及びアリーナ施設貸出区分 

区分 時間区分 備考 

Ａ ９時００分～１２時００分  

Ｂ １２時００分～１５時００分  

Ｃ １５時００分～１８時００分  

Ｄ １８時００分～２１時００分  

Ｃ’ １５時００分～１７時００分 日曜・祝日に適用 

※利用時間には設営・片付けの時間を含みます 

 

イ トレーニングルーム個人利用について   

平日・土曜日 ９時００分～２０時４５分 

日曜・祝日 ９時００分～１６時４５分 

 

ウ ２５ｍプール個人利用 

曜日 開放レーン 利用時間 

火曜 ６レーン ９時００分～２０時４５分 

日曜 

２レーン ９時００分～１２時００分 

３レーン １２時００分～１３時００分 

６レーン １３時００分～１６時４５分 

上記以外の曜日 ２レーン ９時００分～２０時４５分 

 

（２） 情報展示室・ライブラリーについて 

情報展示室（３階）及びライブラリー（２階）では、当センターの様々な情報を来館された皆様に発信し、

スポーツ医科学センター事業の周知を推進します。 
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（３） モニタリング・お客様からの提言に関する取組について 

ご利用いただいた利用者からのアンケート調査（モニタリング）を実施し、施設運営の改善活動につな

げます。また、お客様からの提言（広聴）についても、真摯に耳を傾け改善活動につなげます。 

 

（４） 自主事業 

令和６年度に実施する主な自主事業を次のとおりとします。 

事業名 事業内容 

スポーツ教室事業 スポーツの振興・普及及び競技力向上を目的とする事業 

 体操教室 器械体操 競技（未就学児からジュニア選手育成） 

 水泳教室 水泳 競技（未就学児からジュニア選手育成、一般成人） 

健康・文化教室事業 健康スポーツの増進を目的とする各種教室の開催 

スポーツ医科学教室事業 スポーツ医科学の知見を活かした各種教室事業 

 減量・脂肪燃焼教室 スポーツ医科学に基づく減量を目的とする教室 

 筋力向上・姿勢改善教室 体力・筋力の維持向上を目的とする事業 

 ジュニアベースボールクリニッ

ク 

小中学生の野球肩・肘を防止しケガ予防を啓発する事業 

 ストレッチ＆体幹教室 トレーニングルーム利用者を対象とした教室 

フォロー事業 各種スポーツ活動を支援・競技力向上を目的とする事業 

 ワンポイントアドバイス スイムミルを活用した泳法フォームチェック等 

自動販売機事業 飲料・アイス等の自動販売機を設置しお客様への便益提供 

物販事業 施設利用に係る各種物品の販売 

レンタル事業 貸しロッカー等の便益提供 

アスリート測定事業 競技選手各種測定、ランニング等測定 

アスリートメディカル事業 競技選手メディカルチェック・プロチーム帯同サポート等 

講演事業 スポーツ医科学に関する各種講演・出張指導等 

受託事業 競技団体等からの委託を受けて実施する事業 

イベント事業 センター主催・当協会主催事業への出張派遣等 

時間外貸出事業 諸室の指定管理時間帯以外に貸出を行う事業 

その他事業 上記記載に属さない自主事業 

※スポーツ医科学教室事業や運動療法 MEC（有酸素）のトレーニングルームを活用する事業は、天井

工事期間中に一部のトレーニングマシンを情報展示室（３階）に移設し、仮設トレーニングルームにて

実施する予定です。 （仮設トレーニングルームについては横浜市へ別途申請予定。）  
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（５）自主事業料金表 

事業名 料金等一覧（金額は税込） 

体操教室・水泳教室 

(1) 通常コース 

コース名 対象 
料金 

週１ 週２ 週３ 

幼児 ３～６歳 

\7,260 \10,500 \14,670 

児童 ６～１６歳未満 

水泳成人 

１６歳以上 アクアエクサ

サイズ 

(2) 選手コース 

コース名 対象 １か月料金 

体操・水泳選手コース 
幼児以上 

\15,740 

コースの追加 \4,230 

(3) その他 

件名 料金 

休会・復帰等事務手数料一式 \2,200 

教室変更手数料 \550 

1回体験教室 \1,820 

スポーツ傷害保険 
実費（非課税） 

スポーツ安全保険（選手コースのみ） 
 

健康・文化教室事業 健康・文化教室 

教室名・曜日 時間 対象 
料金 

（1回） 

関節ととのえ塾（月）

①② 

① 9 時 30 分～10 時

30分 

② 10 時 45 分～11 時

４５分 

16

歳 

以 

上 

\1,500 

太極拳（月） 10時～11時 30分 \700 

骨盤調整（月）①② 
13 時 30 分～14 時 45

分 
\700 

健康ヨーガ（水）① 13時～14時 15分 \700 

ハワイアンキルト（水） 13時～14時 30分 \1，116 

フラダンス（木） 
13 時 15 分～14 時 30

分 
\700 

ピラティス（木）①② 

① 18時 00 分～19 時

15分 

② 19時 30分～20時

45分 

\700 

機能改善ヨーガ（金） 13時～14時 15分 \700 

健康ヨーガ②（金） 
15 時 30 分～16 時 45

分 
\700 

シェイプアップボクシ

ング（金） 

 

18時 45分～20時 \700 
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コンディショニング

（水・金） 
11時～12時 \1,200 

 

スポーツ医科学教室事業  

減量・脂肪燃焼教室 ※実施期間・プログラム内容により決定します。 

筋力向上・姿勢改善教室 (1) 参加料 

時間 
料金 

週１ 週２ 週３ 

10:00～11:45 
\7,340 \12,230 \17,010 

14:00～15:45 

(2) その他 

件名 料金 

休会・復帰等事務手数料一式 \2,200 

教室変更手数料 \550 

スポーツ傷害保険 実費（非課税） 

1回体験教室 \1,820 
 

ジュニアベースボールクリ

ニック 

(1) 個人 

対象 人数 料金 

小・中学生 
１人 

\3,000 

保護者・チーム指導者 \1,000 

(2) 団体 

人数 料金 

10～15人 \50,000 

16～20人 \60,000 

21～25人 \67,500 

26～30人 \72,000 

31～35人 30名を超える場合、子

ども一人当たり\2,200 36～40人 
 

ストレッチ＆体幹教室 無料（ただし、トレーニングルーム利用料金は別途負担） 

フォロー事業  

 ワンポイントアドバイス (1) スイムミル 

一般利用者 \2,550 

(2)撮影及び映像加工 

フォーム撮影 \5,000 

フォーム撮影及び画像加

工 
\8,000 

映像購入 \1,600 

映像購入Ｂ \2,600 
 

物販事業  

レンタル事業 (1) ロッカー 

単位 期間 料金 

１口 １か月 \700 
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アスリート測定事業 (1) 形態・体組成 

項目 内容 料金 

形態計測Ａ 身長・体重・体組成 \1,300 

形態計測Ｂ 身長各部の幅・長さ \800 

形態計測Ｃ 周径囲 \800 

体脂肪率Ａ（キャリパー） 皮脂厚 \500 

体脂肪率Ｃ ＤＥＸＡ法 \6,000 

骨年齢 骨年齢分析 \2,300 

骨量 定量的超音波法（ＱＵＳ） \1,500 

(2) 柔軟性・バランス・敏捷性他 

項目 内容 料金 

柔軟性 体前屈（立位・長座位） \400 

バランス 20秒片脚立ち \800 

全身反応時間 全身反応時間 \1,300 

ステッピング 5秒間のステップ回数 \600 

左右ジャンプ 5秒間のジャンプ回数 \600 

関節角度 姿勢チェック等 \1,800 

足圧 足圧分布 \1,300 

姿勢チェック（ＦＡＡＢ） 姿勢チェック（ＪＩＳＳ連携項目） \3,400 

最大歩行速度 歩行速度 \1,100 

ロコモ２５質問票  \500 

(3) 全身持久力 

項目 内容 料金 

全身持久力 呼気ガス分析 \8,500 

乳酸作業閾値（個人） 

血中乳酸 

\7,000 

乳酸作業閾値（団体） \5,000 

ランニング測定 \8,300 

(4) 筋力 

項目 内容 料金 

膝筋力・両脚 
膝関節伸展・屈曲筋力 

\2,900 

膝筋力・片脚 \2,000 

股関節・両側 
股関節伸展・屈曲筋力 

\2,900 

股関節・片側 \2,000 

足関節・両側 
膝関節伸展・背屈筋力 

\2,900 

足関節・片側 \2,000 

肩又は肘筋力・両腕 
肩又は肘関節伸展・屈曲筋力 

\2,900 

肩又は肘筋力・片腕 \2,000 

上肢（肩・肘）・両側 
肩・肘関節伸展・屈曲筋力 

\3,900 

上肢（肩・肘）・片側 \2,400 

握力 握力測定 \600 

背筋力 背筋力測定 \700 
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（５） 瞬発力・バランス・敏捷性 他 

項目 内容 料金 

脚伸展パワー 脚伸展パワー測定 \800 

ジャンプ 跳躍高 \900 

ハイパワー（無酸素Ｐテ

スト） 
ハイパワー測定 \1,700 

ミドルパワー（４０秒Ｐ、間

欠Ｐ） 
ミドルパワー測定 \2,800 

ＭＡＲＴ（スプリント走テ

スト） 
血中乳酸 \6,000 

筋持久力・両脚 
膝関節伸展・屈曲筋持久力 

\2,900 

筋持久力・片脚 \2,000 

スピード測定（歩行・走

行） 
 \1,400 

（６） フォーム撮影 

項目 内容 料金 

フォーム撮影 フォーム撮影 \5,000 

フォーム撮影・画像加工  \8,000 

ランニング映像購入  \1,600 

ランニング映像購入Ｂ  \2,600 
 

アスリートメディカル事業 測定項目の保険点数に 13円を乗じた金額 

時間外貸出事業 

※条例開館時間帯以外の

利用料金 

（１） 時間外利用 

室場 単位 料金 

大アリーナ（全面） 

１時間 

\4,166 

大アリーナ（半面） \2,083 

小アリーナ１ \1,041 

小アリーナ２ \1,041 

大研修室 \2,500 

中研修室 \1,666 

会議室 \416 

２５ｍプール全面 \11,250 

２５ｍプール１レーン \1,875 

情報展示室 \2,917 

ライブラリー \1,250 

 

（２） 物品の占用による時間外利用 

室場 単位 料金 

大アリーナ（全面） 

１時間 

\830 

大アリーナ（半面） \410 

小アリーナ１ \210 

小アリーナ２ \210 

大研修室 \500 

中研修室 \330 
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会議室 \80 

２５ｍプール全面 \2,250 

２５ｍプール１レーン \370 

情報展示室 \580 

ライブラリー \250 
 

 

 

４－６ 開館日・開館時間に関する計画 

（１） 開館時間等（営業時間） 

[施設開場・閉場] 

施設開場 ８時３０分 

施設閉場（祝日を除く月曜から土曜） ２１時００分 

施設閉場（日曜及び祝日） １７時００分 

[営業時間] 

月曜から土曜（祝日を除く） ９時００分～２１時００分 

日曜及び祝日 ９時００分～１７時００分 

 

（２） 窓口対応時間 

部門 曜日 対応時間 

総合受付 
月曜から土曜（祝日を除く） ８時３０分～２０時 

日曜及び祝日 ８時３０分～１６時 

クリニック受付 月曜から土曜（休診日を除く） ８時３０分～１６時 

 

（３） 代表電話応答時間 

月曜から土曜（祝日を除く） ９時００分～２０時００分 

日曜及び祝日 ９時００分～１６時００分 

 

（４） 休館日及び施設点検日 

休館日 １２月２９日から１月３日 

施設点検日 ４月から６月及び９月から１２月まで 毎月第３火曜日 

１月から３月まで 毎月第３・第４火曜日 
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５ コンプライアンス体制 

 

 

令和６年度におけるコンプライアンス体制について次のとおり取り組みます。 

（１） 個人情報保護に関する取組 

当協会は、法令・条例を厳格に遵守できるシステムである「プライバシーマーク」取得事業者として、厳

格に個人情報を取り扱います。また、その運用基準に添って個人情報保護研修を実施します。万が一、個

人情報の漏えい事故が起こった場合は、プライバシーマークマネジメントシステム（ＰＭＳ）に則り、被害の

拡散を防止します。事故発生時は、被害に遭われた方に対する迅速な対応・謝罪を行うとともに、横浜市

へ報告し、誠実に対応します。併せて、再発防止のための取組の徹底を図ります。 

個人情報保護については、従事する職員・アルバイトだけではなく、協力企業も一緒に取り組みます。 

 

（２） 情報公開に対する体制 

「横浜市の保有する情報の公開に関する条例」の趣旨に則り、「スポーツ協会の保有する情報の公開に

関する規程」で規定しています。情報開示請求があった場合は、「開示の可否」「開示に係る文書」「開示の

日時・場所」「開示方法」「担当課」等を決定し、原則１４日以内に決定通知書を交付します。 

 

（３） 人権尊重 

「横浜市人権施策基本方針」（平成２９年）に基づき、当協会で実施する事業について、人権尊重の視点

をもって取り組みます。また、人権啓発を推進するための各種研修も実施します。 

 

（４） ハラスメント防止 

当協会では、ハラスメント防止に関する規則を整備・周知し、職員・スタッフ一人ひとりが、ハラスメント

を発生させない意識の徹底を推進します。そして、職員・スタッフからの相談受付体制については、相談

者が安心して相談できるよう配慮します。また、ハラスメントを防止するための研修も実施します。 

 

5－１ 個人情報保護に関する取組 ほか 


